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山崎ていじ

口は蓋いし愛息も無いし

患いどおりの　青葉さえ

見つけることも　出来ない俺さ

こんな自分に苦くにが）笑い

彙直になれず悔やんでいるよ

やだお　やだね　なぜかつつばる

昭和生まれの男唄

出会った時には健（ほ）れてもいたさ

それでも何故（なぜ）だか午前様

明日は呑まぬと決めてはいても

夜が誘って　はしこ洒

分かっているさ　お前の漠

呑んで呑んで呑んで寂（書び）しい

昭和生まれの　勇隕

今日こそはめて　やれたらいいと

青葉操しているうちに

季節はめぐって音えないままに

お前　はるかな　聾の上

ありがとうだけ音わせてくれよ

パカな　パカな　パカな濃は

昭和生まれの　男観

帰っておいで
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山崎ていじ

者空くあかねぞら）ぼんやり見上げ

会えなくなったお前を憩う

大事に大事に育てた子でも

ある日　ボタンの掛け違い

傷口に塩を塗るような．言葉を吐いて

さぞかし梅くく）やんでいるだろう

寂しくなったら帰っておいで

この頃すっかり　忘れっぽくて

母ちゃん何にも　覚えてないよ

軒下の洗濯物が

雨に降られて雫（しずく）が落ちた

今頃どうしているんだろうか▲

涙堰くこら）見て生きてるか

元気かと突然かけてたお前の電話

無理して明るくおどけてた

会いたくなったら　帰っておいで

タロウの犬小農積れたままで

母ちゃん一人で困っているよ

会いたくなったら　帰っておいで

虚のほおずき　赤い実ついて

泣いてるようだよ　ただ違いたくて


